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「
全
国
俳
句
大
会
in
北
九
州
～
久
女
を
育
み
、
多
佳

子
を
生
ん
だ
俳
句
の
地
～
」
が
こ
の
二
月
末
、
第
二
五

回
大
会
を
最
後
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

第
一
回
大
会
は
二
〇
〇
二
年
三
月
三
日
、「
全
国
女

性
俳
句
大
会
in
北
九
州
」
と
し
て
開
催
。
北
九
州
が
俳

句
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
あ
り
、
中
で
も
女
性
俳
人
の
草

分
け
と
も
い
わ
れ
る
杉
田
久
女
や
行
橋
出
身
の
竹
下
し

づ
の
女
、
久
女
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
橋
本
多
佳
子
を

輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
街
の
文
化
発
信
と
俳

句
普
及
を
目
的
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
者
は
、
現
代
俳
句
協
会
、
俳
人
協
会
、
伝
統
俳
句

協
会
か
ら
著
名
な
女
性
俳
人
二
名
ず
つ
（
当
初
は
宇
多

喜
代
子
、
寺
井
谷
子
、
西
村
和
子
、
橋
本
美
代
子
、
坊

城
中
子
、
山
田
弘
子
）
が
務
め
、
投
句
も
女
性
に
限
ら

れ
ま
し
た
。

　

第
四
回
大
会
か
ら
当
日
投
句
が
で
き
る
吟
行
コ
ー
ス

が
加
え
ら
れ
、
俳
句
と
久
女
と
の
出
会
い
と
な
る
多
佳

子
の
住
ま
い
跡
櫓
山
荘
公
園
や
文
学
館
の
ほ
か
、
北
九

州
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
つ
な
が
る
名
所
・
旧
跡
を

選
者
も
一
緒
に
訪
れ
、多
く
の
秀
句
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

第
一
六
回
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
か
ら
は
、
投
句
者

の
性
別
は
問
わ
ず
、
大
会
タ
イ
ト
ル
も
現
在
の
そ
れ
に

変
更
と
な
り
、
事
前
投
句
数
は
二
千
句
か
ら
三
千
句
。

吟
行
参
加
者
は
百
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
以
降
は
減
少
し
ま
す
。

　

二
五
回
の
大
会
継
続
は
、
偏
に
地
元
の
俳
人
・
寺
井

谷
子
さ
ん
の
尽
力
と
、
歴
代
選
者
の
方
々
の
熱
意
と
協

力
、
そ
し
て
担
当
職
員
の
努
力
の
賜
物
で
し
た
。

　

一
方
、「
櫓
山
荘
子
ど
も
俳
句
大
会
」（「
久
女
・
多

佳
子
の
会
」
や
北
九
州
俳
句
協
会
に
よ
る
主
催
）
は

二
一
回
を
迎
え
、
市
内
近
隣
の
小
・
中
学
生
か
ら
五
千

句
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
（
入
選
句
は
文
学
館
で

展
示
）。
ま
た
民
間
主
催
に
よ
る
第
一
七
回
「
ひ
び
し

ん
俳
句
大
賞
」
に
は
七
千
句
が
集
ま
り
、
小
中
学
生
部

門
で
は
六
千
句
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
各
区
の
地
元
俳
句
関
係
者
に
よ
る
若
い
世
代
へ
の
俳

句
普
及
の
地
道
な
活
動
は
、
Ａ
Ｉ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

「
座
の
文
芸
」
と
し
て
の
俳
句
の
可
能
性
を
未
来
に
つ

な
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
俳
誌
「
自
鳴
鍾
」
が
、第
九
二
〇
号
を
も
っ

て
十
二
月
に
終
刊
と
な
り
ま
し
た
（
配
本
は
三
月
）。

　

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
月
、
横
山
白
虹
に

よ
り
創
刊
さ
れ
、
一
九
三
九
年
六
月
に
休
刊
。
戦
後

一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
六
月
に
復
刊
と
な
り
、
主

宰
を
白
虹
が
三
八
年
間
、
横
山
房
子
が
そ
の
後
の
二
四

年
間
、
継
承
し
た
寺
井
谷
子
さ
ん
が
一
八
年
間
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
白
虹
は
現
代
俳
句
協
会
会
長
や
、
北
九
州

文
化
連
盟
会
長
を
歴
任
、
流
派
を
超
え
た
北
九
州
俳
句

協
会
の
創
設
な
ど
、
こ
の
街
の
俳
句
活
動
を
力
強
く
牽

引
さ
れ
、「
自
鳴
鐘
」
は
長
く
そ
の
中
心
で
し
た
。

　
「
俳
句
」（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）
二
月
号
の
巻
頭

五
〇
句
「
渓
聲
山
色
」
は
、
一
昨
年
文
化
勲
章
を
受
章

さ
れ
た
本
市
出
身
の
詩
人
・
高
橋
睦
郎
さ
ん
の
作
品
で

す
。
八
十
八
歳
の
高
橋
翁
の
、
逗
子
で
の
佇
ま
い
に
想

い
を
巡
ら
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
俳
句
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
わ
り
、
従
来
の
結
社
中
心
の
活
動
に
加
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
句
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
発
信
な
ど
、
新
た
な

場
の
創
出
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
俳
句
結
社
の
こ

れ
か
ら
に
期
待
し
ま
す
。

　

さ
て
文
学
館
は
、
今
年
十
一
月
一
日
に
設
立
二
〇
周

年
を
迎
え
ま
す
。
新
年
度
は
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し

く
開
展
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご

支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
北
九
州
で
の
俳
句
普
及
の
こ
れ
か
ら	

館
長　

今
川　

英
子
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二
〇
二
五
年
秋
は
第
37
回
特
別
企
画
展

「
原
作
出
版
80
周
年 

き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

の
世
界
展
～
は
た
ら
く
機
関
車
た
ち
の
お
は

な
し
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
」
の
原
作
、「
汽

車
の
え
ほ
ん
」は
、イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ル
バ
ー

ト
・
オ
ー
ド
リ
ー
牧
師
が
息
子
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
に
語
り
聞
か
せ
た
物
語
が
も
と
と
な

り
、
一
九
四
五
年
に
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

に
42
巻
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
（
日
本
語
訳

は
28
巻
ま
で
）。

　

絵
本
か
ら
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
き
か
ん
し
ゃ

ト
ー
マ
ス
」
が
展
開
さ
れ
、
世
界
中
で
人
気

を
博
し
、
日
本
で
も
一
九
七
三
年
に
は
じ
め

て
絵
本
が
翻
訳
さ
れ
、
九
〇
年
に
は
ア
ニ
メ

放
送
が
始
ま
り
、
長
い
間
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
一
章
で
オ
ー
ド
リ
ー
牧
師
直

筆
の
草
稿
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
息
子
に
贈
っ

た
ト
ー
マ
ス
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
木
製
の
お

も
ち
ゃ
（
複
製
）
や
、
第
一
巻
『
三
だ
い
の

機
関
車
』
と
、第
二
巻
『
機
関
車
ト
ー
マ
ス
』

収
録
の
「
ト
ー
マ
ス
と
ゴ
ー
ド
ン
」
の
絵
本

原
画
を
、
物
語
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

二
章
で
は
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
歴
史
を
紹

介
。
撮
影
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
模
型
や
、

ア
ニ
メ
制
作
に
関
す
る
映
像
等
を
展
示
し
ま

し
た
。

　

三
章
で
は
、
原
作
者
が
息
子
の
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
と
な
っ
た
27
巻
以
降
の
原
画
を
展

示
。
あ
わ
せ
て
本
展
の
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の

板
垣
李
光
人
さ
ん
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
「
き

か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
」
の
名
場
面
を
紹
介
す

る
、
ソ
ド
ー
島
の
ジ
オ
ラ
マ
や
、
木
の
線
路

を
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
繋
げ
て
い
く
と
、
そ
の

上
に
街
並
み
や
線
路
の
映
像
が
現
れ
、
ト
ー

マ
ス
や
仲
間
た
ち
が
走
っ
て
ゆ
く
体
験
型
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
展
示
な
ど
、
楽
し
め
る

体
験
型
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
章
で
は
、「
愛
さ
れ
続
け
る
、
ト
ー
マ

ス
の
世
界
」
と
題
し
、
絵
本
と
ア
ニ
メ
以
外

に
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で
展
開
さ
れ
た

グ
ッ
ズ
や
漫
画
、
舞
台
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
実
施
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
展
覧
会
を
見
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
ク
イ
ズ
の
答
え
を
探
し
て

い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ス
テ
ッ
カ
ー
も

喜
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
隣
接
す
る
中
央
図
書
館
併
設
の
カ

フ
ェ
・
ラ
ポ
ー
ル
で
は
、「
ソ
ド
ー
島
の
お
昼

ご
は
ん
」や「
ト
ー

マ
ス
カ
レ
ー
」
な

ど
の
コ
ラ
ボ
メ

ニ
ュ
ー
も
提
供
さ

れ
、
展
覧
会
を
見

終
わ
っ
た
あ
と

に
、
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
い
る
「
機
関
車

ト
ー
マ
ス
」。
多
く
の
皆
様
に
楽
し
み
な
が

ら
、
ト
ー
マ
ス
の
世
界
に
触
れ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。

（
資
料
点
数
＝
約
二
三
〇
点
）
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な
お
展
覧
会
の
会
期
中
、
北
九
州
市
立
文

学
館
友
の
会
の
皆
様
に
は
、
展
示
室
内
の
見

守
り
活
動
で
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
と
て
も
た
の
し
く
て
お
は
な
し
も

あ
っ
て
あ
そ
び
も
あ
っ
て
何
回
で
も

い
け
る
ぐ
ら
い
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

ト
ー
マ
ス
の
も
け
い
が
と
て
も
す
ご

か
っ
た
で
す
。
ト
ー
マ
ス
が
い
ち
ば

ん
大
す
き
で
す
。	

（
10
歳
）

・
ト
ー
マ
ス
た
ち
が
あ
ん
な
ふ
う
に
つ

く
ら
れ
て
い
る
の
が
し
っ
て
す
ご
い

な
と
お
も
い
ま
し
た
。
お
と
う
と
も

１
さ
い
で
ト
ー
マ
ス
の
こ
と
が
す
き

だ
っ
た
の
で
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。	

	

（
９
歳
）

・
見
応
え
が
あ
り
、
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
。
実
際
の
ト
ー
マ
ス
た
ち
は

想
像
よ
り
も
と
て
も
大
き
く
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
お
顔
の
パ
ー
ツ
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
、
顔
パ
ネ
ル
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
子
ど
も
は
線
路
と
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
の
お
も
ち
ゃ
に
は
ま
っ
て
た

く
さ
ん
遊
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

	
	

（
30
代
・
福
岡
市
）

・
子
ど
も
の
頃
模
型
版
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
よ

く
見
て
い
た
の
で
実
物
を
見
ら
れ
て

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
館
内
が
と
て

も
き
れ
い
で
す
ご
く
こ
こ
ち
よ
く
見

て
回
れ
ま
し
た
。（
常
設
展
示
も
）
実

物
の
展
示
が
多
く
て
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。	

（
20
代
・
八
幡
西
区
）

二
〇
二
五
年
一
〇
月
二
六
日
、
一
一
月
二
三
日
、

一
二
月
一
三
、
一
四
日

（
英
語
）
一
一
月
二
九
日

　

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
お
は
な
し
ア
リ

ス
」（
代
表
・
尾
場
瀬
淳
美
さ
ん
）
の
皆
さ

ん
が
、「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
の
世
界
展
」

会
期
中
に
４
回
、
ト
ー
マ
ス
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
型
絵
本
「
ト
ー
マ
ス　

き
ゃ
く
し
ゃ
を

ひ
く
」、
テ
レ
ビ
絵
本
の
「
こ
わ
が
り
や
の

き
か
ん
し
ゃ
」
の
二
作
を
中
心
に
、
ト
ー
マ

ス
の
ク
イ
ズ
や
手
あ
そ
び
を
ま
じ
え
て
、
楽

し
く
ト
ー
マ
ス
絵
本
に
触
れ
る
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
一
一
月
二
九
日
に
は
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ａ
さ

ん
に
よ
る
英
語
で
の
ト
ー
マ
ス
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

原
作
絵
本
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「T
hom

as and Gordon

」
と
、
テ
レ
ビ
絵

本
の
「T

rouble for T
hom

as

」
の
二
作

を
中
心
に
ク
イ
ズ
遊
び
な
ど
を
ま
じ
え
な
が

ら
、
ト
ー
マ
ス
の
原
作
の
言
語
で
あ
る
英
語

で
、
ト
ー
マ
ス
絵
本
に
楽
し
く
触
れ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

おはなしアリスさんによる読み聞かせ会

CHISAさんによる英語の読み聞かせ会

ト
ー
マ
ス
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
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二
〇
二
五
年
一
二
月
六
日

　

北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
、
北
九
州
市
出

身
の
詩
人　

宗
左
近
、
み
ず
か
み
か
ず
よ
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
想
像
力
と
表
現
力
を
伸
ば
し
、
未
来
の
詩

人
・
作
家
が
誕
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、「
あ

な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
詩
」
コ

ン
ク
ー
ル
を
二
〇
一
〇
年
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。

第
16
回
目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
北
九
州

市
内
外
か
ら
小
学
生
の
部
に
一
六
九
作
品
、

中
学
生
の
部
に
六
四
七
作
品
、
計
八
一
六
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
子
ど
も
図
書
館
大
研
修
室
で

行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
受
賞
者
の
詩

の
朗
読
や
、
最
終
選
考
員
の
平
出
隆
先
生
の

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

受
賞
者
　
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

宗
左
近
賞
＝
能
美
に
な（
明
治
学
園
小
学
校
）

み
ず
か
み
か
ず
よ
賞
＝
村
上
心
乙
（
東
神
楽

町
立
東
神
楽
小
学
校
）
北
九
州
市
長
賞
＝
西

本
和
高
（
北
九
州
市
立
守
恒
小
学
校
）
北
九

州
市
教
育
長
賞
＝
菊
地
優
晴
（
名
取
市
立
増

田
小
学
校
）
北
九
州
市
立
文
学
館
長
賞
＝
市

江
咲
彩
（
北
九
州
市
立
高
見
小
学
校
）、
佳

作
＝
10
名

受
賞
者
　
中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

宗
左
近
賞
＝
小
笠
原
快
（
麻
布
中
学
校
）
み

ず
か
み
か
ず
よ
賞
＝
中
村
き
ら
ら
（
北
九
州

市
立
松
ヶ
江
中
学
校
）
北
九
州
市
長
賞
＝
松

本
空
也
（
北
九
州
市
立
松
ヶ
江
中
学
校
）
北

九
州
市
教
育
長
賞
＝
劉
昕
萌
（
九
州
国
際
大

学
付
属
中
学
校
）
北
九
州
市
立
文
学
館
長
賞

＝
中
川
幹
（
九
州
国
際
大
学
付
属
中
学
校
）、

佳
作
＝
10
名

第
16
回
「
あ
な
た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た
詩
」
コ
ン
ク
ー
ル

〈小学生の部〉〈中学生の部〉

二
〇
二
五
年
一
一
月
一
六
日

　

福
岡
ユ
ネ
ス
コ
文
化
講
演
会
「
ポ
ー
ラ
ン

ド
回
廊
の
文
学
～
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
グ
ラ
ス
か

ら
パ
ヴ
ェ
ウ
・
ヒ
ュ
レ
へ
～
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
と
し
て
立
命
館
大
学
名
誉
教
授

の
西
成
彦
氏
を
迎
え
、
民
族
や
言
語
が
複
雑

で
多
様
で
あ
っ
た
「
東
（
中
）
欧
」
文
学
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
も
活
発

に
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
素
晴
ら
し
い

講
演
会
だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

二
〇
二
六
年
二
月
一
〇
日

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
北
九
州
芸
術
劇
場
中
劇
場

　

北
九
州
ゆ
か
り
の
作
家 

藤
野
千
夜
さ
ん
、

後
藤
み
な
子
さ
ん
が
、
北
九
州
市
民
文
化
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。（
※
両
名
と
も
北

九
州
市
立
文
学
館
推
薦
）

■
北
九
州
市
民
文
化
賞

　
藤
野
千
夜
さ
ん
（
文
学
）

　

一
九
六
二
（
昭
和
37
）
年
、
小
倉
市
（
現

小
倉
北
区
）
生
ま
れ
。
漫
画
編
集
者
と
し
て

勤
め
た
出
版
社
を
退
職
後
に
小
説
を
書
き
始

め
、
九
九
年
、「
夏
の
約
束
」
で
第
１
２
２

回
芥
川
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
作
か
ら
一
貫
し
て
、
あ
り
の
ま

ま
で
生
き
る
人
々
に
温
か
い
ま
な
ざ
し
が
注

が
れ
る
作
品
は
、
世
代
を
超
え
共
感
を
も
っ

て
読
ま
れ
て
い
ま
す
。『
お
し
ゃ
べ
り
怪
談
』、

自
伝
的
小
説
『
編
集
ど
も
集
ま
れ
！
』、『
じ

い
散
歩
』
な
ど
著
書
多
数
。
近
年
『
団
地
の

ふ
た
り
』
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
な
ど
し
、
新

た
な
読
者
層
を
得
て
い
ま
す
。

■
北
九
州
市
民
文
化
功
労
賞

　
後
藤
み
な
子
さ
ん
（
文
学
）

　

一
九
三
六
（
昭
和
11
）
年
、
長
崎
市
生
ま

れ
。
七
一
年
、「
刻
を
曳
く
」
で
第
８
回
文

藝
賞
を
受
賞
さ
れ
、
同
作
が
第
66
回
芥
川
賞

候
補
と
な
り
ま
し
た
。
北
九
州
市
顧
問
、
北

九
州
文
学
協
会
理
事
長
な
ど
を
務
め
、
市
民

へ
の
文
化
の
浸
透
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
文
学
館
友
の
会
設
立
時
か
ら
会
長
と
し

て
運
営
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
岡
ユ
ネ
ス
コ
文
化
講
演
会

第
57
回

北
九
州
市
民
文
化
表
彰
表
彰
式

右より、藤野千夜さん、武内和久市長
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二
〇
二
六
年
三
月
二
一
日

　

こ
の
文
学
賞
は
、
多
彩
な
文
学
者
が
築
い

て
き
た
北
九
州
市
の
文
学
の
土
壌
を
次
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
子
ど
も
た

ち
が
「
見
た
こ
と
」「
聞
い
た
こ
と
」、「
体

験
し
た
こ
と
」
を
も
と
に
調
査
、
取
材
し
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
文
章
と
し
て
描
く
こ

と
で
、
周
り
の
人
々
や
社
会
へ
の
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
二
〇
〇

九
年
か
ら
実
施
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今

回
で
17
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
北
九
州
市
内
外
か
ら
小
学
生

の
部
一
〇
九
作
品
、
中
学
生
の
部
に
一
三
〇

作
品
、
計
二
三
九
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

表
彰
式
は
文
学
館
交
流
ひ
ろ
ば
で
行
わ

れ
、最
終
選
考
委
員
の
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
、

最
相
葉
月
さ
ん
、
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
さ

ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
受
賞
者
の
皆
さ
ん

へ
、
楯
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
さ
ん
に
は
受
賞
の
喜
び
の
声
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
終
選
考
委
員
の
方
々
か
ら
は
、
受
賞
作

に
つ
い
て
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
学
賞
の
最
終
選
考
に
残
っ
た
作

品
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
読
み
ご
た
え
の
あ

る
作
品
が
多
く
、
新
し
い
気
づ
き
や
、
発
見

を
与
え
て
く
だ
さ
る
作
品
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
こ
ど
も
た
ち
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
（
あ
さ
の
さ
ん
）、
こ
の
賞
は
小
学
生
の

レ
ベ
ル
が
い
つ
も
高
い
の
で
す
が
、
今
回
は

中
学
生
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
ど
の
作
品
に

も
テ
ー
マ
が
は
っ
き
り
あ
り
、
読
ん
で
い
て

教
え
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
書
き

た
い
か
ら
書
い
て
い
る
作
品
が
最
終
候
補
に

上
が
っ
て
き
て
い
て
、
選
ぶ
の
が
難
し
か
っ

た
（
最
相
さ
ん
）、
小
学
生
も
中
学
生
も
と

て
も
レ
ベ
ル
が
高
く
て
、
す
ご
く
優
秀
な
作

品
が
残
っ
て
い
る
中
で
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
で

あ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
違
え
ば
皆
さ
ん
が
大

賞
を
受
賞
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
（
リ
リ
ー

さ
ん
）、
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
式
に
は
、
過
去
の
大
賞
受
賞

者
の
先
輩
で
あ
る
梅
田
明
日
佳
さ
ん
、
座
間

耀
永
さ
ん
が
お
祝
い
に
か
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
作
品
は
過
去
の
作
品
も
含
め
て
、
文

学
館
Ｈ
Ｐ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
賞
者
　
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

大
賞
＝
鈴
木
愛
渚
（
東
洋
英
和
女
学
院
小
学

部
）、
優
秀
賞
＝
石
渡
雄
晨
（
杉
並
区
立
新

泉
和
泉
小
学
校
）、
藤
井
晴
子
（
北
九
州
市

立
日
明
小
学
校
）、
選
考
委
員
特
別
賞
＝
下

伊
豆
芽
依
（
京
都
市
立
明
徳
小
学
校
）、
小

出
大
伍
吉
（
聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
）、

ア
ラ
ン
・
カ
ー
ナ
〔
ペ
ン
ネ
ー
ム
〕（
東
京
都
）

受
賞
者
　
中
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

大
賞
＝
宗
佑
樹
（
明
治
学
園
中
学
校
）、
優

秀
賞
＝
安
部
愛
禾
（
牛
久
市
立
牛
久
南
中
学

校
）、
前
田
海
音
（
藤
女
子
中
学
校
）、
選
考

委
員
特
別
賞
＝
谷
藤
緑
（
渋
谷
区
立
原
宿
外

苑
中
学
校
）、
ド
ー
ソ
ン 

ソ
フ
ィ
ー
和
奉
江

（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
）、
新
垣
結
菜
（
昭
和
薬
科
大
学
附
属

中
学
校
）

第
17
回
　
子
ど
も
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
学
賞

　

こ
の
俳
句
大
会
は
二
〇
〇
五
年
に
櫓
山
荘

や
そ
こ
に
ま
つ
わ
る
文
化
や
歴
史
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
櫓
山
荘
子
ど
も
俳

句
大
会
実
行
委
員
会
（
北
九
州
俳
句
協
会
、

久
女
・
多
佳
子
の
会
ほ
か
）
の
主
催
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

21
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
北
九
州
市
の

小
学
校
、
中
学
校
を
中
心
に
64
校
、
五
五
四

一
名
の
児
童
生
徒
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
賞
11
作
品
、
秀
作
36
作
品
、
学
校
賞
２

校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
文
学
館
で
は
、
一
二

月
一
三
日
か
ら
二
八
日
ま
で
特
別
賞
・
秀
作

に
選
ば
れ
た
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
が
実
施
す

る
「
よ
う
こ
そ
北
九
州
へ
！　

ば
り
ま
す
×
ア

イ
ド
ル
マ
ス
タ
ー 

ミ
リ
オ
ン
ラ
イ
ブ
！
」
の

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
パ
ネ
ル
設
置
会
場
と
し
て
北
九
州
市
立
文
学

館
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ

た
三
月
一
四
、
一
五
日
の
二
日
間
の
常
設
展

示
入
館
者
は
約
九
〇
〇
人
と
、
文
学
館
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
周
遊
企
画
は
五
月
一
〇
日
ま
で
。）

子
ど
も
な
ら
で
は
の
視
点
で

「
櫓
山
荘
子
ど
も
俳
句
大
会
」

「
ア
イ
ド
ル
マ
ス
タ
ー 

ミ
リ
オ
ン

ラ
イ
ブ
！
」周
遊
コ
ラ
ボ
企
画THE IDOLM@STER™& 

©Bandai Namco 
Entertainment Inc.

右より、あさのあつこさん、最相葉月さん、リリー・
フランキーさん、進行 今川館長
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二
〇
二
六
年
二
月
二
八
日

　

12
回
目
を
迎
え
た
林
芙
美
子
文
学
賞
の
表

彰
式
・
記
念
ト
ー
ク
を
北
九
州
市
立
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ム
ー
ブ
に
て
開
催
し
ま

し
た
。	

（
参
加
者
：
三
五
〇
人
）

●
表
彰
式

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
七
二
九
編
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
東
京
都
在
住
の
山
本
莉
会

さ
ん
の
「
満
ち
る
街
」
が
大
賞
に
、
奈
良
県

在
住
の
西
岡
紗
那
さ
ん
の
「
も
ず
く
と
ケ

チ
ャ
ッ
プ
」が
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
受

賞
決
定
後
、「
満
ち
る
街
」
は
「
む
こ
う
の

景
色
は
知
ら
な
い
」
に
改
題
。）

　

表
彰
式
に
は
、
最
終
選
考
委
員
の
井
上
荒

野
さ
ん
、
角
田
光
代
さ
ん
、
川
上
未
映
子
さ

ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
、
西
岡
さ
ん
に
は
武
内
和
久
北

九
州
市
長
か
ら
、
表
彰
状
と
盾
、
副
賞
（
大

賞
は
一
〇
〇
万
円
、
佳
作
は
一
〇
万
円
）
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
挨
拶
で
山
本
さ
ん
は
、「
わ
た
し

に
と
っ
て
の
文
学
は
、
人
間
の
正
し
く
な
さ

を
肯
定
し
て
、
そ
れ
で
も
生
き
て
い
っ
て
も

い
い
、
と
い
う
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」、

「
受
賞
作
品
と
新
た
な
読
者
と
の
あ
い
だ
に
、

新
し
い
物
語
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
作
品
は
初

め
て
の
小
説
と
い
う
西
岡
さ
ん
は
、
中
学
生

時
代
に
実
際
に
感
じ
た
、
あ
る
〈
怒
り
〉
を

何
度
も
思
い
出
し
な
が
ら
執
筆
し
た
と
話
さ

れ
た
う
え
で
、「
怒
り
と
い
う
パ
ワ
ー
が
大

好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
糧
に
し
て
書
い
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
評
で
は
、
山
本
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て

は
「
勧
善
懲
悪
で
は
な
い
情
景
が
描
か
れ
て

い
て
、
読
み
な
が
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
受

賞
の
言
葉
に
通
じ
る
と
思
い
ま
し
た
」（
井

上
さ
ん
）、「
あ
ら
す
じ
だ
け
聞
く
と
地
味
そ

う
な
題
材
で
も
、
最
後
ま
で
引
き
込
ま
せ
て

読
ま
せ
る
力
が
本
当
に
す
ご
い
」（
角
田
さ

ん
）、「
私
的
な
状
況
と
大
局
的
な
も
の
と
の

せ
め
ぎ
あ
い
を
う
ま
く
同
居
さ
せ
な
が
ら
描

く
筆
力
が
見
事
」（
川
上
さ
ん
）
と
評
さ
れ

ま
し
た
。

　

西
岡
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
人
生
の

そ
の
時
期
に
し
か
な
い
微
細
な
感
情
を
丁
寧

に
描
こ
う
と
し
て
成
功
し
て
い
る
」（
角
田

さ
ん
）、「
子
ど
も
の
無
力
さ
を
よ
く
書
き
留

め
た
、『
ラ
イ
麦
畑
で
つ
か
ま
え
て
』
に
通

じ
る
読
後
感
の
あ
る
青
春
文
学
。
セ
ン
ス
が

感
じ
ら
れ
る
」（
川
上
さ
ん
）、「〈
大
人
か
ら

見
た
子
ど
も
の
世
界
〉に
な
っ
て
し
ま
わ
ず
、

少
女
た
ち
の
世
界
が
き
ち
ん
と
保
存
さ
れ
た

よ
う
に
描
け
て
い
る
。
ラ
ス
ト
も
秀
逸
。
本

当
に
い
い
作
品
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
井
上
さ
ん
）
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

●
記
念
ト
ー
ク

　

表
彰
式
に
続
き
、「
去
年
、
捨
て
た
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
、
最
終
選
考
委
員
の
先
生
方
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
聞
き
手
は
今
川
英
子

館
長
が
務
め
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
角
田
さ
ん
が
「
締
め
切
り
を
捨

て
た
」
と
話
さ
れ
、
会
場
は
ざ
わ
め
き
ま
し

た
。
依
頼
を
受
け
て
小
説
を
連
載
を
す
る
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
、
作
品
が
書
き
あ
が
っ
た

ら
出
版
社
に
持
ち
込
む
形
式
に
さ
れ
、
ス
ト

レ
ス
は
軽
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
井
上
さ
ん

の
「
捨
て
た
も
の
は
車
の
助
手
席
」、
つ
ま

り
運
転
免
許
を
取
ら
れ
た
と
の
お
話
に
は
会

場
中
が
拍
手
喝
采
。「
年
を
重
ね
る
と
で
き

な
い
こ
と
も
増
え
る
け
れ
ど
、
で
き
る
間
は

自
分
か
ら
止
め
な
く
て
も
い
い
と
思
う
」と
、

運
転
に
は
ま
だ
怖
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
、
ど
こ
に
で
も
行
け
る
感
じ
は
楽
し

い
と
、笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。
川
上
さ
ん
は
、

完
璧
主
義
を
少
し
ず
つ
手
放
し
、
気
持
ち
の

持
ち
か
た
を
変
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
の
質
問
に
も
お
答
え
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
小
説
家
に
な
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、

井
上
さ
ん
は
、
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
る
価

値
観
や
倫
理
観
に
常
に
疑
い
を
持
つ
こ
と
と

答
え
ら
れ
ま
し
た
。
角
田
さ
ん
は
、加
え
て
、

沢
山
読
む
こ
と
。
川
上
さ
ん
は
、
暗
い
感
情

や
言
葉
に
な
ら
な
い
感
覚
を
手
放
さ
な
い
こ

と
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

話
題
は
読
書
に
も
及
び
ま
し
た
。
小
説
至

上
主
義
を
読
ま
な
い
人
に
ま
で
押
し
付
け
る

の
は
違
う
と
い
う
前
提
の
う
え
で
、
白
黒
を

は
っ
き
り
つ
け
ら
れ
な
い
、
言
語
化
で
き
な

い
こ
と
に
出
会
う
感
覚
を
得
ら
れ
る
の
は
読

書
な
ら
で
は
…
…
、
と
の
、
皆
さ
ん
の
言
葉

に
は
会
場
に
も
共
感
が
広
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
川
上
さ
ん
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
支
配
下

に
あ
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
異
な
り
、
本
は
受
け
手
の
裁
量
で
表
現

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
現
在
で
は
特
異

な
メ
デ
ィ
ア
の
ひ
と
つ
な
の
で
は
な
い
か
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
〈
怒
り
〉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
、
気
分

転
換
の
こ
と
、
捨
て
ら
れ
な
い
も
の
、
む
し

ろ
増
え
る
も
の
の
こ
と
な
ど
話
題
は
広
が

り
、終
始
明
る
い
笑
い
に
包
ま
れ
な
が
ら
の
、

90
分
に
お
よ
ぶ
ト
ー
ク
で
し
た
。
最
後
は
川

上
さ
ん
の
「
こ
れ
か
ら
も
（
受
賞
者
の
）
お

二
人
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

●
来
場
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
受
賞
者
お
二
人
の
挨
拶
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
。
作
品
を
読
む
の
が
楽
し
み

で
す
。	

（
八
幡
西
区
・
60
代
）

・
先
生
が
た
や
小
説
が
よ
り
身
近
に
な

り
ま
し
た
。	

（
福
岡
市
・
20
代
）

・
た
く
さ
ん
本
を
読
み
た
く
な
り
ま
し

た
。	

（
筑
後
市
・
30
代
）

・
裁
量
が
こ
ち
ら
に
あ
る
と
い
う
話
で
、

自
分
が
テ
レ
ビ
か
ら
離
れ
て
小
説
や

マ
ン
ガ
に
時
間
を
か
け
る
よ
う
に
変

わ
っ
た
こ
と
が
腑
に
落
ち
ま
し
た
。

	
	

（
小
倉
北
区
・
40
代
）

第
12
回
林
芙
美
子
文
学
賞

表
彰
式
・
記
念
ト
ー
ク

山本莉会さん

西岡紗那さん

右より、川上未映子さん、角田光代さん、
井上荒野さん、今川館長
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没
後
八
〇
年
　
杉
田
久
女

二
〇
二
六
年
三
月

　

女
性
俳
句
の
草
分
け
と
し
て
活
躍
し
た
杉

田
久
女
と
橋
本
多
佳
子
は
、
小
倉
に
ゆ
か
り

の
深
い
俳
人
で
す
。
二
〇
一
八
年
一
月
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
も
多
い
文
化
施
設
、
小
倉

城
庭
園
の
一
角
に
杉
田
久
女
・
橋
本
多
佳
子

記
念
室
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

小
倉
城
庭
園
は
、
礼
法
を
テ
ー
マ
に
し
た

国
内
で
も
珍
し
い
施
設
で
す
。
美
し
い
庭
園

の
四
季
を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
文
化
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
小
倉
城
庭
園
の
展
示
空
間
を

よ
り
魅
力
的
に
す
る
取
組
み
の
一
環
と
し

て
、
久
女
・
多
佳
子
記
念
室
も
少
し
場
所
を

移
し
、
再
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
展
示
は
、
久
女
と
多
佳
子
の
つ
な

が
り
を
象
徴
す
る
櫓
山
荘
ゆ
か
り
の
石
灯
籠

な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
城
見
テ
ラ
ス
の
近
く

に
一
体
化
さ
れ
、
分
か
り
や
す
い
構
成
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
し
く
モ
ニ
タ
も
設
置
。
二
人
の
人
と
作

品
を
伝
え
る
ビ
デ
オ
映
像
を
常
時
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す（
映
像
は
文
学
館
で
も
常
時
再
生
）。

※
年
中
無
休
、四
～
一
〇
月
は
９
時
～
20
時
、

一
一
～
三
月
は
９
時
～
19
時

※
一
般
五
〇
〇
円
（
小
倉
城
庭
園
入
園
料
と

し
て
）

二
〇
二
六
年
一
月
二
一
日

　

毎
年
、
杉
田
久
女
の
命
日
で
あ
る
一
月
二

一
日
に
、
句
碑
の
あ
る
円
通
寺
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
は
こ
の
日
か
ら
久
女
の
没
後
八
〇

年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

講
話
会
で
は
、
世
良
俊
明
さ
ん
（
久
女
・

多
佳
子
の
会
会
員
）
が
「
久
女
没
後
80
年
―

そ
の
業
績
の
再
評
価
か
ら
定
着
へ
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
一
八
日

　

第
66
回
葦
平
忌

　

若
松
区
・
若
松
市
民
会
館

三
月
二
六
日

　

第
49
回
森
鷗
外
を
し
の
ぶ
春
の
集
い

　

小
倉
北
区
・
森
鷗
外
京
町
住
居
跡
碑
前

◎
記
念
講
演
会
「
津
和
野
町 

森
鷗
外
記
念

館
の
『
こ
れ
ま
で
』、
そ
し
て
『
こ
れ

か
ら
』」

講
師
：
大
山
優
子
さ
ん
（
津
和
野
町
森

　
　
　

鷗
外
記
念
館
文
化
施
設
係
長
） 

　

友
の
会
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
北

九
州
市
立
文
学
館
文
庫
」
の
読
書
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
六
月
に
開
催
し
た
第
一
回
以

降
、
二
、
三
か
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
、北
九
州
ゆ
か
り
の
文
学
作
品
に
つ
い
て
、

当
時
の
社
会
、風
土
な
ど
の
背
景
を
共
有
し
、

自
由
に
感
想
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。
令
和
七

年
度
は
、
五
回
、
延
べ
32
人
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み

方
や
感
動
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
面
白
か
っ

た
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
も
実
施

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
ま
し
た

杉
田
久
女・
橋
本
多
佳
子
記
念
室

友
の
会
自
主
企
画

「
北
九
州
市
立
文
学
館
文
庫
」読
書
会

世良俊明さん

久
女
忌

二
〇
二
五
年
度
下
半
期
　
偲
ぶ
会

「
文
学
館
友
の
会
」
新
規
会
員
を
募
集

　

友
の
会
活
動
は
、
文
学
や
文
学
館
に

関
心
が
あ
る
人
々
が
集
ま
り
、
文
学
・

文
芸
に
関
す
る
知
識
教
養
、
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
文
学
館
の
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
や
特
別
企
画
展
図
録

な
ど
入
会
特
典
も
多
数
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
会
員
期
間
】
二
〇
二
六
年
四
月
一
日

　

～
二
〇
二
七
年
三
月
末
（
一
年
ご
と

　

の
更
新
）

【
会
費
】
一
般
：
二
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

学
生
：
一
〇
〇
〇
円

【
問
い
合
わ
せ
】

　

北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
事
務
局

　
（
文
学
館
内
事
務
局
）

　

☎
０
９
３‒

５
７
１‒

１
５
０
５

杉田久女・橋本多佳子記念室

お
祝
い

・
岸
原
清
行
さ
ん
（
俳
人
）
が
、
令
和

七
年
度
福
岡
県
地
域
文
化
功
労
者
と

し
て
表
彰
。

・
朝
比
奈
秋
さ
ん
（
作
家
）
が
、
第
76

回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞

を
受
賞
。

・
藤
野
千
夜
さ
ん
（
作
家
）
が
、
第
57

回
北
九
州
市
民
文
化
賞
を
受
賞
。

・
後
藤
み
な
子
さ
ん
（
作
家
）
が
、
第

57
回
北
九
州
市
民
文
化
功
労
賞
を
受

賞
。

・
藤
原
新
也
さ
ん
（
写
真
家
）
が
、
令

和
七
年
度
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み

・
小
林
愼
也
さ
ん
（
文
学
館
開
設
準
備

委
員
）
二
〇
二
五
年
一
〇
月
一
四
日

に
ご
逝
去
。
91
歳
。

・
増
田
連
さ
ん
（
俳
人
）
二
〇
二
五
年

一
一
月
二
七
日
に
ご
逝
去
。
95
歳
。

・
中
原
澄
子
さ
ん
（
詩
人
）
二
〇
二
五

年
一
二
月
八
日
に
ご
逝
去
。
96
歳
。

・
竹
下
文
子
さ
ん
（
児
童
文
学
作
家
）

二
〇
二
六
年
三
月
一
〇
日
に
ご
逝
去
。

69
歳
。

　

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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梓
書
院
、
一
条
真
也
、
井
上
靖
記
念
文
化
財

団
『
伝
書
鳩
』
編
集
室
、
上
月
ひ
ろ
し
、
大

土
由
美
、
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
お

だ
じ
ろ
う
、
尾
道
市
文
化
協
会
、
神
奈
川
近

代
文
学
館
、
翰
林
書
房
、
北
九
州
文
化
連
盟
、

北
九
州
市
立
美
術
館
、
北
九
州
市
立
松
本
清

張
記
念
館
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
九
州
産
業
大

学
美
術
館
、
近
代
作
家
旧
蔵
書
研
究
会
、
く

ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
、
高
知
県
立
文
学
館
、

小
倉
郷
土
会
、
さ
い
た
ま
文
学
館
、
桜
川
冴

子
、
佐
々
木
啓
子
、
芝
夏
子
、
司
馬
遼
太
郎

記
念
館
、
島
田
進
矢
、
勝
央
美
術
文
学
館
、

書
肆
侃
侃
房
、新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
、

新
葉
館
出
版
、
関
中
子
、
全
国
文
学
館
協
議

会
事
務
局
、
多
胡
吉
郎
、
調
布
市
武
者
小
路

実
篤
記
念
館
、
津
田
美
幸
、
鶴
岡
市
立
藤
沢

周
平
記
念
館
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
、

轟
良
子
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー

柏
崎
、
中
川
由
記
子
、
中
野
哲
次
、
中
原
中

也
記
念
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
日
本
現
代

詩
歌
文
学
館
、
能
美
茅
柴
、
野
田
宇
太
郎
文

学
資
料
館
、
野
中
亮
介
、
萩
原
朔
太
郎
研
究

会
、
原
田
慶
子
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
、
文
京
区

立
森
鷗
外
記
念
館
、
前
橋
文
学
館
、
増
田
連
、

松
本
和
也
、
宮
田
俊
行
、
森
鷗
外
記
念
会
事

務
局
、
山
口
公
和
、
山
口
誓
子
記
念
館
、
山

崎
典
子
、
脇
川
郁
也

藍
、
青
嶺
、
馬
醉
木
、
阿
蘇
、
花
鶏
、
海
、

絵
合
せ
、
沖
、
鷗
外
、
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
、
海
峡
派
、

回
游
、
火
山
地
帯
、
季
刊
午
前
、
北
九
州
文

化
、
九
州
文
学
、
今
日
の
花
、
鯨
々
、
コ
コ

ア
共
和
国
、笹
、ざ
ん
ぼ
あ
、自
鳴
鐘
、書
馨
、

scripta

、
青
穂
、
川
柳
く
ろ
が
ね
、
川
柳

マ
ガ
ジ
ン
、
川
柳
む
ら
さ
き
、
空
、
鬣
、
天

籟
通
信
、
新
墾
、
虹
野
、
浜
木
綿
、
ひ
び
き
、

ふ
よ
う
、
ぽ
ち
袋
、
八
雁
、
遼
、
り
ん
ど
う

　
■ 

提
供
雑
誌

森崎和江展（仮題）
2026 年 10 月 24 日（土）
　　　　　　　　▶ 12 月 13 日（日）

２
０
２
６
年
7
月
18
日（
土
）～
9
月
6
日（
日
）

2026年は、文学館の開館20周年イヤーです。特別企画展のほか、記念イベントも開催予定です。

　
■ 

寄
贈
者
・
提
供
者

展 覧 会 開 催 予 告
第38回特別企画展

第39回特別企画展

　福岡県ゆかりの詩人・
作家の森崎和江（1927-
2022）の展覧会を開催し
ます。
　森崎は、日本統治下の朝
鮮で生まれ育ったという
「原罪意識」を抱えつつ、
「性」「階級」「民族」など
日本の近代社会の「断層」
を明らかにし、乗り越えよ
うと試みました。

　展覧会では、ご遺族から寄贈された資料（原稿、
創作ノート、取材資料、書簡、書籍、雑誌、遺愛
品、写真）などで森崎の生涯と思想の軌跡をたど
ります。
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第 48 回光草書道展

会期：2026 年 4月 29 日（水・祝）
　　　～ 5月 6日（水・振休）

会場：北九州市立文学館　企画展示室
関連イベント
　石松佳さん特別講演「高橋睦郎　文字と声」
　日時：2026年4月29日（水・祝）13時～14時30分

高橋睦郎さんもご来場！
　※4月17日（金）から電話受付（093-571-1505）
　定員：60 人

共催展
予告 高橋睦郎の詩歌高橋睦郎の詩歌


